
子育て・教育 

●冬期間の通学路の安全確保について 

Ｑ． 

 児童が登下校する道は交通量が多い上に、歩道が設置されていない区間があり大変危険

な通学路です。冬期間は積雪でグリーンベルトが隠れます。雪は道路脇の通学路に積み上

げられ、その上を児童らは歩かなければなりません。消雪パイプの水と車から跳ね上げら

れる水を浴びて帰宅時はビチャビチャです。 

このような状況が何年も改善されなかったため令和 4年 12月の降雪前、教育総務課に通学

路の安全点検の要望を出し、「大雪の日に歩道の早朝除雪作業や登校時の安全確認を実施す

る」との文書を頂き安心しておりました。 

 しかし、令和 5年 1月の大雪の時何日経っても除雪はされず通学路は通れませんでした。

学校長に事実を伝え、安全に登下校出来るように配慮してほしいと要望した翌日、やっと

除雪をして僅かな道ができていました。登校する子供達に「市や学校に通学路のお願いを

してあるから大丈夫。」と言って送り出しているのに「嘘つき。雪で歩けなくて車道を歩い

たよ。」と言われてしまいました。 

 新発田市は子供を守ってはくれませんか。教育総務課及び学校長と通学路の安全確保に

ついて話し合って解決してもらいたいです。私が何度も学校や教育総務課に足を運んでも

解決しないのです。決定権のある大人は様々な天候の時に通学路を歩いて危険を知らなけ

ればなりません。最優先されるべきは大人の都合ではなく子供の安全だからです。大事な

子供たちが事故にあってから動くのでは遅すぎます。早急に対応して頂きたいです。 

（令和 5年 2月受付） 

 

Ａ． 

 乙次地区の通学路の安全確保について、通学路の除雪が徹底されておらず、子ども達

の通学に支障を来したことについて、心からお詫びを申し上げます。また、保護者の皆

様に多大な御心配をおかけし、大変申し訳ありませんでした。この度の件について、市

長として市教育委員会と道路除雪の担当課に改めて通学時の安全確保の徹底について

指示したところであります。加えて、道路管理者である新潟県新発田地域振興局にも冬

季の除雪はもとより、早急な安全対策を要請いたしました。 

 なお、「学校指定の通学路の見直し」についても速やかに協議するよう指示いたしま

した。現在の通学路に固執せず、保護者や地域の御意見を伺い、道路の整備状況や通学

時間帯の交通量等も含めて、最適な通学路となるよう、豊浦小学校長が検討してまいり

ますので、ぜひ、保護者の皆様及び地域の皆様からも御協力をお願いいたします。 

 市といたしましては、子ども達が安心して登校し学校生活を送ることができるよう関

係機関と連携し、最大限努力してまいりますが、今後も保護者の皆様、そして地域の皆

様のお力をお借りしなければならないことが多々あると思います。その際には、御理解

と御協力を賜りますよう重ねてお願いいたします。 

（令和 5年 3月 8日回答） 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 



子育て・教育 

●乳児健診について 

Ｑ． 

 乳児健診について疑問があります。「一日のうち子供が一番疲れや眠気が出る時間帯に市

が健診を行うのはなぜ？」ということです。友人知人のお母さんなどは「午前中だったら、

一日のリズムを崩さずに機嫌の良い状態で健診を受けることができるのに」というような

ことをおっしゃっています。確かに、年齢が下がれば下がるほど、一日の生活のリズムが

崩れてしまうと機嫌や健康に影響し、育児をされているご家族の負担も大きくなります。

また、疲れや眠気が大きくなる午後では、平常時の様子を診るということが難しいのでは

と感じています。子どもの発育に日々不安や疑問を感じながら子育てをしている親は健診

を受けて「安心」を感じ、子育てに自信を持てるとも思っています。健診に関わる人員の

勤務や、会場の設備や環境の設定の都合上、午後の開催となっているのか、もしくはその

他の理由があるのか疑問に思います。私は「迷ったときは子供の幸せを一番に考える」と

共に、子育てをする家族が幸せならば、子育てにも幸せが通じると考えています。可能で

あれば、健診を受けに来られた方に午後開催・午前開催のどちらを希望するのか問い合わ

せて頂いて欲しいと思います。また会場の設定の都合も大きければ、前日に設定を行うな

どの代替方法もご検討頂けたらと思います。 

 

（令和 5年 2月受付） 

 

 

 

Ａ． 

 私といたしましては、保護者の皆様のご要望に添うように事業を進めてまいりたいと

考えておりますが、現在、乳児健診においては、市内で開業、または、勤務されている

小児科医師に、通常診療時間の合間や休憩時間、または、午後の診療時間を短縮いただ

くことで、出務の御協力を願っております。 

 先生方からは、緊急性の高いお子さんを診ている午前中の診療時間帯を中止または短

縮して乳児健診への出務することは困難である事をお聞きしております。市内には、小

児科の医療機関が４施設のみであることからも、乳児健診については、午後からの出務

をお願いせざるを得ない状況があることを何卒御理解いただきますようお願い申し上

げます。なお、担当課には、なぜ乳児健診が午後からの実施となるのかを保護者の皆様

に御理解いただけるように丁寧に説明を行うよう指示をいたしました。 

 

（令和 5年 3月 1日回答） 

 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 



子育て・教育 

●公立高校と市立中学校の卒業式日程について 

Ｑ． 

 市内高校 2 年と市内中学 2 年の子供を持つひとり親です。先日の両校の卒業式が同日ど

ちらも午前中でした。連絡を取り合いせめて午後からにするなど調整はできなかったので

しょうか。来年もしそのような日程で行われた場合、3歳差の子供を持つひとり親の私は 1

人分泣き寝入りして諦めろということでしょうか。子育てを全否定されるようです。1年も

前からこのようなありえない心配をしないといけない現実をご確認頂き、ご回答下さい。 

 

（令和 5年 3月受付） 

 

 

 

Ａ． 

 はじめに、市立中学校の卒業式の日程について、御心配をおかけしましたことをお詫

び申し上げます。令和４年度は当該高校と市立中学校の卒業式の日程が重なってしまい

ましたが、担当課に確認させたところ、令和５年度は、日程が重ならないことを確認い

たしました。市立中学校の卒業式の日程については、県立高校の入試日の予定を見なが

ら、前年度の３月ころには学校全体の年間計画の作成に合わせて決定しております。公

立高校においても卒業式を含む年間計画は前年度末には決定していると聞いておりま

す。 

 御要望であります学校間での日程調整につきましては、これまで実施したことがない

と聞いておりますが、おっしゃるとおり、ひとり親の御家庭でどちらかの卒業式にしか

出られないというのは、親として大変悲しいことであり、私もまったく同じ想いであり

ます。令和６年度以降についても、市内及び近隣の県立高校や私立高校から早めに情報

収集するなどして、卒業式や入学式の日程ができるだけ重ならないように計画できない

か教育委員会に検討を指示したいと思います。 

 

（令和 5年 3月 20日回答） 

 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 


